
                                                                                    

放射性セシウム-137と放射性ストロンチウム-90の経口摂取による内部被ばくについて 

平成 23年 11月 

原子力機構 

 

 

Q1：食べ物と一緒に放射性セシウム-137と放射性ストロンチウム-90を食べ物や飲み物と一緒に

体に取り込んだ場合（経口摂取という。）、それぞれの核種は身体のどこに蓄積するのでし

ょうか。また、内部被ばく線量を比較した場合、どちらが大きいのでしょうか。 

A1：放射性セシウム-137の物理的半減期は約 30年で、体内に摂取した場合に蓄積する主な組織

は筋肉組織です。その生物的半減期、つまり体から排泄されて放射能が半分になる期間は成

人で 70日～100日です。放射性ストロンチウム-90の場合は、物理的半減期は約 29年で、

蓄積する主な組織は骨です。その生物学的半減期は約 50年とされています。 

１ベクレルの放射性物質を経口摂取した場合、成人の内部被ばく線量(実効線量)は、放射性

セシウム-137が 0.013マイクロシ-ベルト、放射性ストロンチウム-90が 0.028マイクロシ-

ベルトであり、放射性ストロンチウム-90の実効線量は放射性セシウム-137の2倍程度です。 

 

Q2：環境へ放出された放射性セシウム-137と放射性ストロンチウム-90の量はどの程度と推定さ

れていますか。 

A2：原子力発電所 1、2、3号機から大気中へ推定放出された放射能量は、放射性セシウム-137

が 1.5×1016ベクレル、放射性ストロンチウム-90が 1.4×1014ベクレルと推定されており、

放射性ストロンチウム-90の放出量は放射性セシウム-137の約 1/100程度です。 

 

Q3：屋外環境で測定された地表面における放射性セシウム-137と放射性ストロンチウム-90の比

率はどの程度なのでしょうか。 

A3：原子力発電所から 2～7ｋｍ離れた地点において 4/30～5/1にかけて採取された地表土壌の放

射能濃度(ベクレル/kg)は、放射性ストロンチウム-90濃度が 4.1～68ベクレル/kg であり、放

射性セシウム-137濃度が 17,000～270,000ベクレル/kgでした。放射性ストロンチウム-90

濃度は放射性セシウム-137濃度の約 1/2000～1/4000の範囲でした。 

福島第１原発から 30ｋｍ離れた浪江町、飯館村で 3/16,17に採取された陸土の地表土壌の

放射能濃度(ベクレル/kg)は、放射性ストロンチウム-90濃度が 3.3、9.4、32ベクレル/kgで

あり、放射性セシウム-137濃度がそれぞれ 2,300、19,000、51,000ベクレル/kg でした。放

射性ストロンチウム-90濃度は放射性セシウム-137濃度の約 1/700、1/2000、1/1600でした。 

以上から、放射性ストロンチウム-90濃度と放射性セシウム-137濃度の比率は約 1/700～

1/4000程度であり、推定放出量の比率よりもさらに 1桁低い比率となっています。 

 

なお、平成 21年度の畑土壌における放射性ストロンチウム-90濃度は、地域によって幅は

あるものの、日本平均で 1.0±0.6ベクレル/ｋｇ、放射性セシウム-137濃度は 6.1±2.5ベク

レル/ｋｇと報告されており、これらの濃度は、過去における大気中核実験に由来するもので

す。 



 

Q3：食べ物に関する放射性セシウム-137と放射性ストロンチウム-90の摂取制限値はどうなって

いるのでしょうか。 

A3：摂取制限値の算出では、全ての食品を、①飲料水、②牛乳・乳製品、③野菜類、④穀類、⑤

肉・卵・魚・その他のカテゴリーに分け、各カテゴリごとに実効線量 1ｍSv/年（計 5ｍSv/

年）を割り当てて考えられています。対象核種は放射性セシウム-137、-134のほか、セシウ

ムに随伴する放射性ストロンチウム-90を加えて算出されており、この場合の放射性セシウ

ム-137と放射性ストロンチウム-90の放射能比は 1：0.1が仮定されています。従って、放射

性セシウム-137の摂取制限値は放射性ストロンチウム-90を含めて算出されていることにな

ります。 

 

（チェルノブイル原子力発電所事故の際のソ連領内及びギリシャ等の比較的近い距離では、

放射性セシウム-137と放射性ストロンチウム-90との放射能比は 1：0.1の比率であり、

日本及びヨーロッパ等その他の地域ではそれよりも低かったという情報に基づいて 1：0.1

の比率を用いています。）。 

  ＊①飲料水と②牛乳・乳製品に対して 200ベクレル/kg 

  ＊③野菜類と④穀類と⑤肉・卵・魚・その他に対して 500ベクレル/kg 

 

Q4：体への影響を考える場合、放射性セシウム-137と放射性ストロンチウム-90のどちらに注意

した方がよいのでしょうか。 

A4：A1で述べたように、単位量放射能の経口摂取の場合、放射性ストロンチウム-90の実効線量

は放射性セシウム-137のそれの 2倍程度の影響ですが、A2で述べたように、放射性ストロ

ンチウム-90の推定放出量は放射性セシウム-137のそれの 1/100程度であること、また、Ａ3

で述べたように、実際に検出された地表土壌の放射性ストロンチウム-90の放射能濃度は放

射性セシウム-137の放射能濃度の 1/700～1/4000程度であることから、放射性セシウム-137

に注意しておけばよいと考えられます。 
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